
良
忍
と
融
通
念
仏

戸

田

孝

重

一

は
じ
め
に

良
忍

(
一
〇
七
三
～

一
一
三
二
)
の
提
唱
し
た
融
通
念
仏
は
、
今
日
も
な
お
、
全
国
に
分
布
し
、
大
念
仏

・
六
斎
念
仏
な
ど
の
民
俗
行

事

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
融
通
念
仏
信
仰
を
う
け
つ
い
だ
宗
派
と
し
て
融
通
念
仏
宗
が
あ
る
。
融
通
念
仏
宗
は
全
国
各
地

に
伝
え
ら
れ
て
い
た
融
通
念
仏
の
中
で
、
大
念
仏
寺

(大
阪
市
平
野
区
平
野
上
町
)
を
本
寺
と
し
て
形
成
し
た
も
の
で
、
大
阪
府

・
奈
良

県
を
中
心
に
末
寺
を
有
す
る
関
西
の
み
に
教
線
を
も

つ
一
教
団
で
あ
る
。

良
忍
の
入
滅
直
後
に
書
か
れ
た
伝
記
類
の
う
ち

『
三
外
往
生
記
』
に
は
、
彼
の
夢
の
告
と
し
て

"融
通
念
仏
"

の
言
葉
が
語
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
も

っ
て
、
良
忍
と
融
通
念
仏
が
結
び
つ
け
ら
れ
、
融
通
念
仏
は
平
安
末
期
に
良
忍
が
創
唱
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が

　
　
　

ら
、
こ
の
こ
と
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
良
忍
の
融
通
念
仏
創
唱
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

良
忍
の
研
究
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
は
、
ま
ず
、
そ
の
資
料
価
値
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

一
般
史
学
の
事
例
を
も

っ

て
す
れ
ば
、

一
々
の
資
料
を
そ
の
価
値

に
応
じ
て
、
根
本
資
料
、
第

一
次
資
料
、
第
二
次
資
料
、
第
三
次
資
料
な
ど

に
区
別
し
て
い
る
が
、

二
九
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三
〇

良
忍
の
研
究
に
際
し
て
も
、
そ
の
根
本
資
料
は
何
か
、
第

一
次
資
料
は
何
か
な
ど
と
資
料
吟
味
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
て
良
忍
の
研
究
に
お
い
て
最
も
資
料
価
値
の
高

い
根
本
資
料
は
何
か
と
い
え
ば
、
そ
の
自
著
、
文
書
筆
蹟
な
ど
自
ら
の
手
に
よ
る
資

料

で
あ
る
。
従
来
は
良
忍
に
は

一
部
の
著
作
も
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
調
査
研
究
に
よ

っ
て
、
少
な
く
と
も
良
忍
に

(
2
)

は

『布
薩
略
作
法
』
と

『
出
家
作
法
』
と
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に

『
三
観
義
私
記
抄
』

も
自
著
と
み
る
べ
き

か
も
し
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
調
査
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
は
大
原
如
来
蔵
に
あ
る
良
忍
関
係
の
資
料
で
あ
る
。

筆
写
本
十

二
点
と
、
手
択
本
三
点
と
合
せ
て
十
五
点
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
特
に
如
来
蔵
に
は
彼
が
十
入
歳
、
二
十
歳
、

二
十

一
歳
頃
の
書
写
本
九
点
が
あ

っ
て
、
青
年
時
代
の
良
忍
が
ど
の
よ
う
な
勉
強
ぶ
り
で
あ

っ
た
か
を
示
す
貴
重
な
根
本
資
料
で
あ
る
。

ま
た
先
年
紀
州
粉
河
寺
の
経
塚
か
ら
発
掘
さ
れ
た
法
華
経
の
願
文
が
あ
る
。
良
忍
の
筆
蹟
で
は
な
い
が
観
進
僧
の

一
面
を
示
す
在
世
中
の

資
料
と
し
て
根
本
資
料
に
加
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
良
忍
研
究
の
第

一
次
資
料
は

『後
拾
遺
往
生
伝
』
と

『
三
外
往
生
記
』
に
あ
る
良
忍
伝
で
あ
る
。
片
々
た
る
小
伝
に
す
ぎ
な
い

が
、
彼
の
入
寂
直
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
良
忍
の
素
描
を
う
か
が
う
上
で
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
特
に

『後
拾
遺
往
生
伝
』

の

著
者
三
善
為
康
は
保
延
五
年

(
二

四
〇
)
に
九
十

一
歳
で
な
く
な

っ
て
い
る
の
で
、
為
康
が
、

「
沙
門
良
仁
」
伝
を
書
い
た
の
は
、
良

　
ヨ
　

忍

の
入
寂

(
=

三
二
)
以
後
、
数
年
を
出
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

『
三
外
往
生
記
』
の
成
立
年
代
は
、
最
も
新
し
い
良
範
伝
か

ら
み
て
保
延
五
年

(
=

四
〇
)
以
後
間
近
い
頃
と
み
ら
れ
る
が
、
保
延
五
年
は
良
忍
示
寂
の
天
承
二
年
か
ら
僅

か
八
年
で
あ
り
、
ま
た
、

　
る
　

も

し
著
者
蓮
禅
の
生
存
年
代
を
示
す
下
限
で
あ
る
久
安
年
間
の
最
後

の
年
を
と

っ
て
も
、
二
十
年
と
は
隔
た
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『後
拾
遺
往
生
伝
』
よ
り
わ
ず
か
に
下
る
作
品
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
両
書
に
見
ら
れ
る
良
忍
伝
は
と
も

に
良
忍
滅
後
数
年
も
し

く

は
十
数
年
を
出
で
ざ
る
問
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
良
忍
研
究
の
第

一
次
資
料
と
し
て
甲
乙
の
つ
け
難
い
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。



と
こ
ろ
が

『
後
拾
遣
往
生
伝
』

に
は

「
沙
門
良
仁
」
伝

は
あ

っ
て
も

「良
忍
上
人
」
伝
は
な
い
と
思

い
誤

っ
て

『後
拾
遺
往
生
伝
』
中

　
　
　

巻

に
こ
れ
を
補

っ
た
も
の
が

「
上
人
良
忍
」
伝
で
あ
る
。

こ
の
補
遺
が

い
つ
な
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
組
織
構
成
を

前
記
の
二
伝
と
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
間
に
は
進
展

の
あ
と
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、

一
応
は
第

一
次
資
料
中
に
収
め
て
置
く
が
、

別
個
の
取
扱

い
を
し
た
い
。

つ
ぎ
に
良
忍
研
究
の
第

二
次
資
料
と
し
て
あ
げ
る
べ
き
も
の
は
、
鎌
倉
中
期
に
な

っ
て
橘
成
季
の
書
い
た

『
古
今
著
聞
集
』

(
=

一五

四
)

で
あ
る
。
前
記
三
種
の
伝
記
成
立
以
後
百
年
の
間
に
、
良
忍
を
敬
慕
崇
拝
す
る
念
仏
衆
団
が
ど
の
よ
う
な
発
達
を
と
げ
来
た

っ
た
か

を
う
か
が
う
何
等

の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の

『古
今
著
聞
集
』
に
見
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
鎌
倉
中
期
に
な
る
と
相
当
大
き

な
念
仏
衆
団
が
形
成
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
こ
に
は
融
通
念
仏
の
創
唱
者
と
し
て
の
良
忍
像
が
信
徒
間
に
出
来
上
が

っ
て
お
り
、

『古

今
著
聞
集
』
の
作
者
は
、
こ
の
良
忍
像
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

第
三
次
資
料
と
し
て
は

『融
通
念
仏
縁
起
』
と

『元
亨
繹
書
』
巻
第
十

一
の

「釈
良
忍
」
伝
が
あ
る
。

『融
通
念
仏
縁
起
』
の
成
立
は

鎌
倉
末
期
の
≫
和
111年

C
1
11=

四
)
と
さ
れ
、
師
錬
の

『
元
亨
繹
書
』
は
元
亨
二
年

(
コ
一三

二
)
と
あ
る
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
同
時
代

の
著
作
で
あ
る
が
、

『融
通
念
仏
縁
起
』

の
成
立
に
よ

っ
て
、
融
通
念
仏
宗
祖
と
し
て
の
良
忍
像
は
確
立
さ
れ
た
と
言

っ
て
も
よ
い
。
な

お
第
四
次
資
料
と
し
て
は
江
戸
時
代
に
な

っ
て
の
師
蠻
の

『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
五
十

一
に
あ
る

「
城
州
来
迎
院
沙
門
良
忍
伝
」
が
あ
る
。

ま
た
大
通
融
観
の
著
わ
し
た

『融
通
円
門
章
』
は
も
ち
ろ
ん
史
書
で
は
な
い
が
、
良
忍
の
資
料
と
し
て
は
第
四
次
資
料
と
言

っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。

良
忍
と
融
通
念
仏

一三
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二

根
本
資
料

に
見
ら
れ

る
良
忍

洛
北
の
大
原
は
か
つ
て
良
忍
が
隠
棲
し
た
場
所
で
あ
る
。
こ
の
大
原
に
は
良
忍
が
建
て
た
来
迎
院
が
あ
り
、
ま
た
良
忍
関
係
の
資
料
を

お
さ
め
た

「
如
来
蔵
」
な
る
経
蔵
が
あ
る
の
で
有
名
で
あ
る
。

『元
亨
繹
書
』
巻
第
十

一
に
よ
る
と
、

天
仁
二
年
來
迎
院
成
。
忍
二於
此
地
一唱
二顯
密
殉
又
闢
二聲
明
梵
唄
幻天
承
二
年
二
月

一
日
亡
。
年
六
十

一
。
忍
建

二
宇

一皮
二
大
藏
經

　
　
　

律
論
幻名
日
二
如
來
藏
↓所
ノ持
彌
陀
經
時
時
放
レ
光
。
其
徒
収
γ之
置
二藏
中
幻

と
あ
り
、
来
迎
院
の
完
成
は
天
仁
ご
年

(
=

〇
九
)
で
あ

っ
た
と
言
い
、
如
来
蔵
な
る
経
蔵
も
良
忍
在
世
中
の
建
立
で
あ

っ
た
と
し
て

い
る
。
大
原
の
地
は
比
叡
山
の
横
川
と
隣
接
し
て
い
る
の
で
、
昔
か
ら

「叡
山
の
別
所
」
と
し
て
密
接
な
関
係
を
も

っ
て
お
り
、
特
に
叡

山

の
浄
土
教
が
源
信
の
前
後
か
ら
横
川
を
中
心
に
発
達
し
て
く
る
と
、
こ
の
大
原
の
念
仏
も
ま
た
そ
の
流
れ
を
汲
む
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

井
上
光
貞
氏
は
藤
原
前
期
か
ら
良
忍
の
こ
ろ
ま
で
の
大
原
の
歴
史
を
三
期
に
分
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
期

は
藤
原
中
期
ま
で
で
、

浄

土
教

の
盛
ん
に
な

っ
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
期
に
は
天
台
座
主
延
昌

(
八
七
〇
～
九
六
四
)
が
天
徳
三
年

(九

五
九
)
に
大
原
に
接
す

る
静
原

に
補
陀
落
寺
を
開
き
、
寂
源
が
長
和
二
年

(
一
〇

二
ご
)
に
勝
林
院
を
お
こ
し
て
念
仏
生
活
を
姶
め
て
い
る
。
第
二
期
は
藤
原
後

期
か
ら
白
河
院
政
期
の
は
じ
め
ま
で
で
、
台
密
の
谷
流
に
属
す
る
長
宴
な
ど
が
勝
林
院
を
本
拠
と
し
て
活
躍
し
た
時
代
で
あ
る
。
大
原
の

歴
史
の
第
三
期
を
劃
す
る
の
は
良
忍
の
大
原
入
り
で
、
来
迎
院
に
は
良
忍
の
兄
な
る
良
賀
の
筆
の

『衣
内
宝
珠
集
』
『
因
明
四
相
違
指
事
』

『
注
釈
抄
』
な
ど
が
現
存
し
、
ま
た
薬
源
の
筆
に
な
る
曇
鸞
の

『讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
や

『略
論
安
楽
土
義
』
な
ど

の
浄
土
教
文
献
が
あ

っ

て
、
こ
れ
ら
は
良
忍

の
手
択
本
と
な

っ
て
い
る
。
い
ま
こ
の
如
来
蔵
に
あ
る
現
存
資
料
で
良
忍
の
書
写
本
や
手
択
本
と
認
め
ら
れ
て
い
る



も

の
は
十
五
点
で
あ
る
。

ま
ず
、

「
法
函
」
の
中
蓋
表
墨
書
に
、

マ
マ

安
楽
土
義

開
山
良
人
上
人
筆

壱
巻

,

,

實
相
観
門

同

、

同

讃
阿
弥
陀
佛
偈

同

同

佛
種
集

同

同

金
鉾
論

同

壱
帖

来
迎
院

三
観
義

同

、.

壱
冊

雲
宝
古
筆
入
目
録

玄
義
指
導

同

三
冊

止
観
指
導

同

弐
冊

宝
瞳
論

同

壱
冊

不
題
知
奥
書
有
之

同

,

三
冊

衣
内
宝
珠
集

購
攀

簸

壱
冊

・

ー

東
塔
東
谷

注
繹
抄

同

弐
冊

轢
鑑
賑
儲
忍

四
相
違
指
事

同

壱
冊

良
忍
と
融
通
念
仏

・

三
三
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蘓
悉
地
経
疏

楚

羅

忍

八
冊(

7
)

傳
教
大
師
度
牒
戒
牒

壱
冊

と
あ
り
、
同
じ
く
中
蓋
裏
墨
書
に
、

今
歳
享
保
十
六
幸
亥
二
月

一
日
、
元
祖
光
静
房
良
忍
上
人
六
百
聖
忌
勤
二修
之
↓
而
追
二
慕
在
世
↓雖
レ
歎
二今
陵
夷
↓聲
明
雅
音
、
融
通

之
念
術
、
残
二此
寺
一聊
又
拝
見
二上
人
幼
年
之
古
筆
発
願
文
↓信
心
銘
肝
、
無
レ
不
二歎
息
↓仰
二尋
本
地
↓
聖
徳
太
子
後
身
、
如
意
輪
観

世
音
菩
薩
之
、
應
レ作
二
本
師
阿
弥
陀
佛
之
名
号
↓音
作
二佛
事
一道
二勧
進
一、
不
レ
能
7無
二
其
所
以
↓後
人
顧
二
其
本
紹
隆
之
地
一

C
am
)

善
逝
院
威
開
識
之

と
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
良
忍
の
書
写
本
や
手
択
本
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
現
存
資
料
を
あ
げ
て
お
く
。

一
、
題
名
未
詳

一
帖

一
〇
六
紙

〔奥
書
〕

寛
治
四
年
六
月
入
日
午
時
許
書
寫
了

執
筆
僧
良
仁

生
年
十
入
歳

二
、
題
名
未
詳

一
帖

三
十
七
紙

〔奥
書
〕

寛
治
六
年
正
月
十
六
日
申
時
始
二
月
二
日
巳
時
書
寫
了

執
筆
僧
良
仁

生
年
廿

三
、
題
名
未
詳

一
帖

一
四
八
紙

〔奥
書
〕

寛
治
六
年

自
五
月
十
日
辰
時
始

九
月
二
日
巳
時
書
寫
了

執
筆
僧
良
仁
生
年
二
十

四
、
題
名
未
詳

一
帖

九
十
紙

〔奥
書
〕

寛
治
六
年
六
月
十
四
日
檀
那
院
実
報
房
書
寫
了
、
執
筆
僧
良
仁
、
生
年
二
十
歳



こ
れ
は
四
帖
を
合
冊
し
た
も
の
で
、
文
中
に
は

「第

二
帖
」

「第
三
帖
」

「第
四
帖
」
と
記
し
、
各
帖
の
初
め
に
目
次
が

つ
け
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
巻
首
が
大
破
し
て
い
る
が
、
こ
の
部
分

は

「第

一
帖
」

の
目
次
の
よ
う
で
あ
る
。
経
疏
の
抄
出
と
思
わ
れ
る
。

五
、
題
名
未
詳

一
帖

一
一
八
紙

〔奥
書
〕

ナ
シ

以
上
、

一
、
二
、
三
、
五
、
四
帖
を

一
包
と
し
て
、
包
紙
裘
書

に

「無
外
題
書
、
四
帖
、
良
忍
上
人
筆
」
と
あ

る
。

亠ハ

題
名
未
詳

一
帖

一二
十
二
紙

〔奥
書
〕

ナ
シ

七
、
玄
義
指
事
第
四

一
冊

四
十
三
紙

〔奥
書
〕

ナ
シ

八
、
摩
訶
止
観
第

一

一
冊

十
六
紙

〔奥
書
〕

ナ
シ

九
、
止
観
指
事

一
冊

四
十
四
紙

〔奥
書
〕

ナ
シ

十
、
古阿裡
鮨寳
幢
論
問
牌合
第
十

一
冊

ご
一十
六
紙

(破
損
)

(別
筆
)

〔奥
書
〕

口
口
口
二
月
廿
日
午
時
書
寫
了
同
日
未
時

一
交
了

十

一
、
讃
阿
弥
陀
佛
偈

一
巻

四
紙

〔奥
書
〕

康
和
元
年
十
二
月

一
日
申
時
於
大
原
報
身
房
書
寫
功
畢

同
二
日
移
點
了
、
報
筆
僧
薬
源

良
忍
と
融
通
念
仏

三
五



佛
教
大
學
大
學
院
紀
要
通
巻
第
二
十
三
號

三
六

十
二
、
遊
心
安
楽
道

一
巻

三
十

一
紙

〔奥
書
〕

一
校
了

十
三
、
仏
種
集
上
巻

一
巻

二
紙

(和
力
)

〔奥
書
〕

康
口
五
年
入
月
十
日
未
刻
、
於
叡
山
檀
那
院
実
報
房
書
寫
功
了
、
(朱
同
筆
)
「
同
刻
移
點
了

比
交
了
」

比
丘
良
忍

十
四
、
金
剛
鉾

一
帖

三
十
紙

〔奥
書
〕

嘉
承
ご
年
四
月
廿
三
日
始
之
、
五
月

一
日
寫
之
了
、
良
忍

(
三
十
五
歳
)

十
五
、
三
観
義

一
帖

二
二
四
紙

(追
筆
)

〔奥
書
〕

保
安
二
年
二
月
廿
九
日
寫

了

(
9
)

*

右
の
文
中

(

)
印
は
年
齢
が
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
前
の
資
料
か
ら
の
推
定
年
齢

こ
の
ほ
か
に
も

『用
心
学
』
と
題
し
た
良
忍
の
抄
本
ら
し
い
も
の
も
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
、

「題
名
未
詳
」
の

内
題
と
し
て

「第

一
玄
義
指
事
」
、
ま
た
、
六
、
「題
名
未
詳
」
の
外
題
と
し
て

「
安
楽
土
義

良
忍
之
」
、
「康
和

二
年
二
月
四
日
未
時
書

寫

了
、
同
月
六
日
巳
時
許
、
於
大
原
草
庵
移
點
了

桑
門
薬
源
」
な
ど
の
文
字
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

今
、
こ
れ
ら
の
根
本
資
料
に
よ

っ
て
良
忍
の
研
究
を
す
す
め
て
い
く
と
、
若
干
の
史
実
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ

の
第

一
は
良
仁
と
良
忍

の
問
題
で
あ
る
。
如
来
蔵
の
資
料
を
年
齢
別
に
整
理
す
れ
ば
、

寛
治
四
年

一
〇
九
〇

良
仁

十
八
歳

寛
治
六
年

一
〇
九
二

良
仁

二
十
歳

康
和
五
年

一
一
〇
三

良
忍

(
三
十

一
歳
)



嘉
承
11年

1
1
O
七

良
忍

(
三
十
五
歳
)

と
な
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
彼
は
十
八
歳
ご
ろ
の
青
年
時
代
は

「
良
仁
」
と
自
署
し
て
い
た
が
、
三
十

一
歳
以
後
は

「良
忍
」
と
署
名
し

て

い
る
の
で
、
彼
み
ず
か
ら
そ
の
よ
う
に
改
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
二
に
は
叡
山
に
お
け
る
住
坊
の
問
題

で
あ
る
。

二
十
歳
の

時

に
書

い
た
四
、

「
題
名
未
詳
」
の
写
本
に
は

「
檀
那
院
実
報
房
書
写
」
と
あ
り
、
ま
た
三
十

一
歳

の
時
に
書
写
し
た
十
三
、
『
仏
種
集
』

上
巻
の
奥
書
に
も

「
檀
那
院
実
報
房
書
写
」
と
あ
る
の
で
、
二
十
歳
か
ら
三
十

一
歳

の
こ
ろ
ま
で
は
山
上

の
檀
那
院
実
報
房
に
い
た
こ
と

が

わ
か
る
。

次
に
述
べ
る
よ
う
に
良
忍
に
関
す
る
三
種
の
往
生
伝
の
う
ち

『後
拾
遺
往
生
伝
』
巻
中
に
は

「
上
人
良
忍
は
台
嶺
首
楞
厳
院
の
禅
徒
な

り
」
と
言

っ
て
横
川
の
住
侶
と
し
て
お
り
、

『
三
外
往
生
記
』
に
は

「
良
忍
上
人
は
延
暦
寺
東
塔
常
行
堂
の
堂
衆
な
り
」
と
あ

っ
て
東
塔

と
横
川
の
両
説
が
見
ら
れ
る
が
、
如
来
蔵
資
料
に
よ
る
か
ぎ
り
は
東
塔
檀
那
院
に
居
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
第

三
に
は
良
忍
の
大
原
隠

遁

の
時
期
で
あ
る
。

『融
通
念
仏
縁
起
』
に
は
二
十
三
歳
隠
遁
説
が
と
ら
れ
、
こ
れ
が
通
説
に
な

っ
て
い
る
が
、

三
種
の
良
忍
伝
を
み
る

と
、

「
中
年
以
後
大
原
に
移
住
す
」
と
あ

っ
た
り
、

「暮
年
に
及
ん
で
大
原
に
隠
居
す
」
と
あ

っ
た
り
し
て
い
る
。
し
か
る
に
如
来
蔵
資

料

に
よ
る
か
ぎ
り
、
康
和
五
年
に
は
ま
だ
檀
那
院
実
報
房
で

『
仏
種
集
』
を
書
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
三
十

一
歳
ま

で
は
山
上
生
活
を
つ
づ
け
て
い
た
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
四
に
は
青
壮
年
時
代
に
お
け
る
学
風
で
あ
る
。
寛
治
六
、
七
年

の
こ

ろ

に
は

『摩
訶
止
観
』
や

『
法
華
玄
義
指
事
』
な
ど
を
写
し
て
お
り
、
天
台
文
献
の
書
写
は
湛
然
の

『
金
鋳
論
』
を
三
十
五
歳
に
、
覚
超

の

『
三
観
義
私
記
抄
』
を
四
十
九
歳
に
写
し
て
い
る
。
ま
た
浄
土
教

へ
の
関
心
で
あ
る
が
、
現
存
資
料
に
よ
る
か
ぎ

り
、
薬
源
が
大
原
で

康

和
初
年

(
一
〇
九
九
～

一
一
〇
〇
)
に
写
し
た
曇
鸞
の

『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
と

『略
論
安
楽
土
義
』
や

『遊
心
安
楽
道
』
を
入
手
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
手
択
本
に
よ

っ
て
良
忍
の
浄
土
教
の
傾
向
を
推
測
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
資
料
不
足
で
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、

良
忍
と
融
通
念
仏

三
七



佛
教
大
學
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學
院
紀
要
通
巻
第
二
十
三
號

三
八

こ
こ
で
注
意
を
ひ
か
れ
る
の
は
、
薬
源
な
る
僧
の
存
在
で
あ
る
。
彼
は
顕
教
系
統
の
人
で
あ
り
、
こ
の
人
と
良
忍
と
の
関
係
は
そ
の
伝
記

を
考
察
す
る
上
で
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
今
の
と
こ
ろ
私
に
は
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な

い
。
ま
た
薬
源
は
、
最

澄
撰
の

『
三
平
等
義
』
、
及
び
唐
孟
献
忠
の
撰
に
か
か
わ
り

『
日
本
霊
異
記
』
に
も
影
響
を
与
え
た

『金
剛
般
若
験
記
』
な
ど
も
書
写
し
て

い
る
。
こ
れ
は
日
光
の
天
海
蔵
に
あ
り
薬
源
が
天
仁
三
年

(
一
=

○
)
に
大
原
来
迎
院
で
書
写
し
て
い
る
。
良
忍

の
こ
ろ
来
迎
院
と
交

渉
を
も

っ
て
い
た
学
僧

の

一
人
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
良
忍
は
良
賀
を
師
と
し
、
薬
源
と
い
う
人
物
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
山
上
に
あ

っ
て
は

東
塔
に
居
た
と
い
う
こ
と
に
注
意
を
し
た
い
。

三

法
華
勧
進
僧

と
し
て
の
良
忍

良
忍
が
法
華
勧
進
の
行
者
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
昭
和
三
十
四
年
九
月
、
紀
州
粉
河
寺
裏

の
産
土
神
社

の
経
塚
で
発
見
さ
れ
た
経
筒
の
銘

文

に
よ

っ
て
も
立
証
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

奉
納

妙
法
蓮
華
経

一
部
八
巻

天
治
二
年
九
月
五
日
癸
酉
。
助
教
清
原
信
俊
。
勧
進
六
口
大
法
師
黼
醗

皸
鑼

鰓
解

四
七
日
間
。
於
二
芹
生
別
所
↓
如
法
如
説
奉
二書

写
畢
。
是
依
レ為
二
霊
験
殉
所
レ奉
レ
埋
二粉
川
宝
前
一也
。
願
以
二
此
善
根
幻
生
二兜
率
内
院
幻
結
二縁
衆
生
刃
共
値
二遇
慈
氏
尊
殉
法
界
衆
生
、

　
o

　

平
等
利
益
、
敬
白
。

と
あ
る
。

こ
れ
は
清
原
信
俊
が
願
主
と
な
り
、
六
人
の
勧
進
僧
に
よ
り
、
四
七
日
間
、
大
原
の
芹
生
別
所
で
法
華
経

の
書
写
を
行
い
、
天



治

二
年

C
1
1
二
五
)
九
月
五
日
に
粉
河
寺
の
宝
前
に
埋
納
し
た
時
の
願
文
で
あ
る
が
、
こ
の
六
口
の
勧
進
大
法
師

の
中
に

「
良
忍
」
の

名
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

『本
朝
新
修
往
生
伝
』
に
よ
る
と

「
大
儒
清
原
真
人
信
俊
」
は
、
壮
年

の
こ
ろ
か
ら

大
原
山
寺
で
毎
日
衆
僧
を
供
養
し
、
如
法
経
を
書
写
せ
し
め
て
法
華
経

一
千
五
百
部
を
写
し
、
所
々
の
名
山
霊
寺
に
送
り
令
法
久
住
せ
し

め
た
と
あ
郁

前
記
の
粉
河
寺
納
経
も
そ
の

一
つ
で
あ

っ
た
が
・
京
都
の
鞍
馬
寺
か
ら
出
た
納
経
の
経
筒
も
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
で
次

の
銘
文
が
あ
る
。

妙
法
蓮
華
経

一
部
八
巻

保
安
元
年
九
月
十

一
日
。
主
税
助
兼
助
教
。
清
原
真
人
信
俊
、
誂
請
四
口
大
法
師

重
抬

賢
宴

賢
俊

禅
意

十
箇
日
内
。
如

　
む
　

法
如
説
奉
二書
写

一畢
。
過
去
二
親
共
生
二仏
前
鱒
常
聞
二此
経
一乃
至
法
界
衆
生
平
等
利
益

敬
白

こ
こ
に
も
粉
河
寺
の
銘
文
と
同
様
に
信
俊
の
名
が
あ
る
ば
か
り
か
、
勧
進
僧
賢
俊
の
名
は
両
方
に
見
ら
れ
る
の
で
、
良
忍
を
ふ
く
め
て

当
時
の
大
原
に
は
幾
人
か
の
勧
進
僧
が
お
り
、
法
華
経
の
如
法
写
経
に
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
勧
進
僧
は
、
法
華
と
念
仏
と
の
両
面
に
わ
た

っ
て
広
く
民
衆
と
の
結
縁
を
広
め
、
同
行
者
同
志
の
関
係
を
深

め
て
い

っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
し
か
も
如
法
経
の
書
写
が
大
原
の
芹
生
別
所
で
行
な
わ
れ
、
そ
の
書
写
経
典
が
鞍
馬
寺
に
も
奉
納
さ
れ
た
と
な
る
と
、
大
原

と
鞍
馬
寺
と
の
関
係
も
良
忍
の
在
世
時
代
ま
で
溯
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『後
拾
遺
往
生
伝
』
巻
下
は

「如
法
経
六
部
を
書
写
し
て
自
他
に
廻
向
し
、
手
足
の
指
を
切
燃
し
て
九
年
、
仏
経

に
供
養
す
る
。」

と

し
て
、
良
忍
が
法
華
勧
進
の
行
者
で
あ

っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

良
忍
と
融
通
念
仏

三
九



佛
教
大
學
大
學
院
紀
要
通
巻
第
二
十
三
號

四
〇

四

第

一
次
資
料
に
見
ら
れ
る
良
忍

良
忍
に
関
す
る
三
種

の
往
生
伝
を
比
較
対
照
表
に
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

(
一
)

名
前

(
二
)

叡
山

く
三
)

堂
衆

(
四
)

大
原
隠
棲

(
五
)

偏
願
往
生

(
六
)

法
華

念
仏
兼
修

(
七
)

如
法
経

、
書
写

『後
拾
遺
往
生
伝
』

巻
下

沙
門

良
仁

叡

山
住
侶

早

入
二
堂
衆

幻
久
勤
二
寺
役

一り

及
二
頽
暮
年

鱒
隠
居
二
大
原
山
幻

永
断
二
世
営

司
偏
願
二
往
生

噌

日
別
　論
二
妙
経
=

部
司
・忿
仏
六
万
遍
。
ゴ
一

時
行
法
。
多
年
不
ノ
怠
。

書
写
二
如
法
経
六
部
↓
廻
向

二
自
他
幻

『
三
外
往
生
記
』

良
忍
上
人

延
暦
寺
東
塔
常
行
堂

衆

往
年
之
比
。

一
千

目
門
。
詣
二
無
動
寺
鱒
不

レ
着
二
麁
履
之
頚

一。
如
レ
忘
二
名
聞
之
思
↓
傍

輩

同
法
。
以
為
二
奇
特
殉
是
祈
二
菩

提

心

一

也
。

其
願
成
就
。
永
絶
三
父
衆
↓
構
二
小

庵

一
止

住
二
大
原

鱒

十

二
時
修
二
三
昧
行
司
年
来
不
一一懈
惓
殉

兼
披
閲
二
一
切
経
論
司
造
立
二
堂
舎
仏
像

一。

多
年
練
行
。

記
載
な

し

記
載
な

し

『後
拾
遺
往
生
伝
』

巻
中

(
補
遺
)

上
人
良
忍

台
嶺
首
楞
厳

院

禅
徒

中
年
以
後
。
移
住
二
大
原
殉

偏
願
二
往
生
司
常
対
二
仏
前
司
消
二
燈
明
光
↓

観
二
極
楽
。
依
正

二
報
司
密
告
二
舎
弟
堯
賢

上
人
叩
我
年
来
修
二
白
毫
観
鱒
懺
二
黒
業
罪
幻

敢
無
二
散
心
鱒
妄
不
レ
出
レ
声
。

記
載
な

し

記
載
な

し



(
八
)

焚
身
供
養

(
九
)

臨
終
瑞
相

(
十
)

融
通
念
仏

夢
告

(
十

一
)

入
寂
年
時

切
燃

二手
足
指

↓
九
年
供
養
二
仏
経

殉
偏

断

二睡

眠
↓
常
事
経
行
。

己
及
二
命
終

⑩
安
住
二
正
念
幻
音

楽

撃
レ

雲
。
見
聞

盈
ン
門
。

記
載

な
し

記
載

な
し

C　
>

記
載

な
し

遷

化
後

。
往
生
二
極
楽
司
瑞
祥
炳
ノ
焉
。

暗
夜
観

二仏
相
好

幻
光
明
眼
前
。
入

棺

之

時

。
其
軽
如

二鴻
毛

↓

大
原
律
師
覚
厳
夢
。
上
人
来
告

云
。
我
過

二
本
意

④
在

二
上
品
上
生

幻
是
融
通
念
仏
之

力

也
。

天
承

二
年

二
月

(
K
)

記
載

な
し

先
及
臨
終
七

日
以
前
。
病
悩
平
嚼
。
沐
浴

香
潔
。
繋
三
五
色
糸
於

二仏
手

司
念

仏

匪
γ

懈
。

己
至
二終
期

鱒
自
結

二弥
陀
定
印

↓
三
箇

目

夜
。

全
無
二
動
転

↓

其

入
滅
之
後

三
箇

日
。
身
暖
如

二生
時
の
顔

和
似

二微
咲

↓
棺
斂
之
時
。
軽
如
二
一
紙
殉

衣
襟
之

間
。
馥
如

二百
和

殉
夢
紫
雲

二
筋

。

東
天
聾
来
。

大
鼓
撃
レ
雲
。
無
二
音
曲

司

上
人
房
前
。
有
二
一
池

叩
々
東
岸
有
二
竜
頭

舟

幻
々
中
観

世
音
菩
薩
放

二金

色
光

幻
安
禅

微
咲
。

隣
房

有
二常

陸
律

師
鱒
夢

上
人

告

日
。
我

倍
二
本
意
鱒
生
二
上
品
上

生
幻
是

融
通
念
仏

力

也
。

上
人

年
来
善

知
識
僧
厳

賢
。

号
二
小

湯

屋

聖
の
己
告

二
上
人
往

生
之

由
↓
凡
如

〆此
夢

想

。
告

来
人
惣

三
十
余
人
之

。

天
承

二
年

二
月

一
日
夜
半
也
。

(
15
)

こ
れ
ら
を
し
ば
ら
く

"A
伝
〃

"B
伝
"

"C
伝
召
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

"
A
伝
"
は
三
善
為
康
の

『後
拾
遺
往
生
伝
』
巻
下
に
あ

る

「
沙
門
良
仁
」
の
伝
で
あ
り
、

"B
伝
"
は
沙
弥
蓮
禅
の

『
三
外
往
生
記
』
に
あ
る

「良
忍
上
人
」
の
伝
で
あ
り
、

"C
伝
〃
は

『後

拾
遺
往
生
伝
』
巻
中
に
追
補
さ
れ
た

「
上
人
良
忍
」
の
伝
で
あ
る
。

良
忍
と
融
通
念
仏

四
一
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二

ま
ず

『後
拾
遺
往
生
伝
』
巻
下
に
あ
る

"A
伝
〃
か
ら
考
察
を
す
す
め
て
い
こ
う
。
こ
こ
に
は

「
沙
門
良
仁
」

と
あ
る
が
、
す
で
に
如

来
蔵
資
料
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な

っ
た
よ
う
に
、
良
仁
11
良
忍
で
あ
る
か
ら
、
良
忍
滅
後
数
年
を
出
で
ず
し
て
書

か
れ
た
最
初
の
良
忍
伝

と
言
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
往
生
伝
の
多
く
に
は
霊
験
奇
瑞
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
良
仁
伝
に
は
い
ま
だ
神
秘
化
さ
れ
て
い
な
い
素

朴
な
人
間
像
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
良
忍
は

「
日
別
に
妙
経

一
部
を
誦
し
、
念
仏
六
万
遍
」
と
い
う
法
華
と
念
仏
と
の
兼
修

者
だ

っ
た
が
、

「
暮
年
に
及
ん
で
大
原
山
に
隠
棲
し
、
永
く
世
営
を
断
ち
偏
え
に
往
生
を
願
う
」
念
仏
者
で
あ
る
と
共
に
、
他
の

一
方
で

は

「
如
法
経
六
部
を
書
写
し
て
自
他
に
廻
向
し
、
手
足
の
指
を
切
燃
し
て
九
年
、
仏
教
に
供
養
す
る
」
と
い
う
法
華
勧
進
の
行
者
で
あ

っ

た
ら
し
い
。
良
忍
が
法
華
勧
進
の
行
者
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
紀
州
粉
河
寺
裏

の
産
土
神
社

の
経
塚
で
発
見
さ
れ
た

経
筒
の
銘
文
に
よ

っ
て
も
立
証
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に

『
三
外
往
生
記
』
に
あ
る

"
B
伝
〃
を
見
て
み
よ
う
。

"B
伝
"

の
成
立
は

"A
伝
"
が
成
立
し
て
か
ら
十
年
も
経
過
し
て
い

な
い
と
思
わ
れ
る
の
に

"
A
伝
"
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
要
素
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第

一
は

「往
年
の
こ
ろ

一
千
日
間
無
動
寺
に

詣
で
、
麁
履
の
類
も
着
け
ず
、
菩
提
心
を
祈
る
。
名
聞
の
思
い
を
忘
れ
た
る
が
如
し
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
無
動
寺
明
王
堂
に

お
け
る
千
日
入
堂
と
い
う
参
籠
修
行
で
あ
る
が
、

「
其
の
願
成
就
し
て
永
く
交
衆
を
絶
ち
、
小
庵
を
構
え
て
大
原

に
止
住
す
。」

と

つ
づ

く
の
で
、
無
動
寺
の
千
日
入
堂
が
大
原
隠
棲
の
因
由
を
な
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
次
に
、

「
十
二
時
に
三
昧
行
を
修
し
、
年
来
懈
惓
せ

ず
」
と
あ
る
の
は
、
東
塔
常
行
堂
の
堂
衆
で
あ

っ
た
良
忍
の
修
行
ぶ
り
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

「兼
ね
て

一
切

の
経
論
を
披
閲
し
、
堂

舎
仏
像
を
造
立
す
。」

と
あ
る
の
も
、

叡
山
か
ら
大
原
に
下

っ
た
良
忍
が
来
迎
院
を
建
て
如
来
蔵
に
あ
る
蔵
書
を
披
閲
し
た
日
々
の
生
活

の

一
端
を
し
の
ぼ
す
も
の
が
あ
る
。

「遷
化
の
後
、
極
楽
に
往
生
し
、
瑞
祥
炳
焉
な
り
。
暗
夜
に
仏
の
相
好
を
観

る
に
光
明
眼
前
す
。
ま

た
入
棺
の
時
、
そ
の
軽
き
こ
と
鴻
毛
の
如
し
。
」
と
臨
終
の
瑞
相
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
「
大
原
律
師
覚
厳
の
夢
に
、



上

人
来
り
告
げ
て
云
く
。
我
れ
本
意
に
過
ぎ
て
上
品
上
生
に
在
る
は
、
是
れ
融
通
念
仏
の
力
な
り
。

天
承
二
年

二
月
。」

と
あ
る
部
分
で

あ

る
。
こ
れ
は
著
者
蓮
禅
が
当
時
の
人

々
の
風
聞
を
書
き
と
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
"A
伝
"

に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た

「
融
通
念
仏
」

の
言
葉
が
こ
こ
に
登
場
し
て
く
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

さ
ら
に

"
C
伝
"
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
"
A
伝
"
で
は

「永
く
世
営
を
断
ち
、
偏
え
に
往
生
を
願
う
。」
と
は
い
い
な
が
ら
も
、
日

別
に
妙
経

一
部
を
誦
し
、
如
法
経
六
部
を
書
写
し
、
焚
身
供
養
す
る
と
い
っ
た
法
華

の
勧
進
者
と
し
て
の
良
忍
像
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て

い
た
が
、

"C
伝
"
に
な
る
と
、

「
中
年
以
後
大
原
に
移
住
し
、
偏
え
に
往
生
を
願
い
、
常
に
仏
前
に
対
し
て
、
灯
明
の
光
を
消
し
て
極

楽

の
依
正
二
報
を
観
ず
。
自
余
の
行
は
人
の
知
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
、
舎
弟
堯
賢
上
人

(教
光
房
)
に
密
か
に
告
ぐ
。
我
れ
年
来
白
毫
観

を
修
し
、
黒
業

の
罪
を
懺
し
、
敢
え
て
散
心
な
く
、
妄
に
声
を
出
さ
ず
。
し
か
る
間
屡
に
少
病
を
受
け
て
多
日
を
送
る
。
先
ず
臨
終
七
日

以
前
に
及
ん
で
病
悩
平
癒
す
。
沐
浴
香
潔
し
て
、
五
色
の
糸
を
仏
手
に
繋
け
、
念
仏
懈
る
こ
と
な
し
。
巳
に
終
期

に
至
り
、
自
ら
弥
陀
の

定
印
を
結
ん
で
、
三
箇
日
夜
全
く
動
転
な
く
、
寂
し
て
気
絶
す
。
時
に
天
承
二
年

二
月

一
日
夜
半
な
り
。」

と
い
う

一
文
が
加
わ

っ
て
く

る
。

こ
れ
は

"A
伝
"
に
も

"B
伝
"
に
も
全
く
な
か

っ
た
増
補
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た

"
C
伝
〃
作
者
の
良
忍
像
は
、
つ
ね

に
仏
前

の
灯
明
を
消
し
て
極
楽
の
依
正
二
報
を
観
じ
、
静
か
に
声
も
出
さ
ず
白
毫
観
を
修
す
る
観
想
念
仏
者
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に
融
通
念
仏
の
夢
告
の

一
段
で
も

"C
伝
"
で
は
、

「
ま
た
隣
房

に
常
陸
律
師
あ
り
。
夢
に
上
人
告
げ
て
曰
く
。
我
れ
本
意
に
倍

し
て
上
品
上
生
に
生
る
る
は
、
是
れ
融
通
念
仏
の
力
な
り
。
上
人
年
来
善
知
識
僧
厳
賢
、
小
湯
屋
聖
と
号
す
。
す

で
に
上
人
往
生
の
由
を

告

ぐ
。
凡
そ
か
く
の
如
き
夢
想
を
告
げ
来
る
人
、
惣
じ
て
三
十
余
人
云
々
。」
と
あ
り
、
"
8
伝
"

"
C
伝
"
の
両
伝
と
も
に

「
我
れ
本
意

に
倍
し
て
上
品
上
生
に
生
る
る
は
、
是
れ
融
通
念
仏
の
力
な
り
。」
と

い
う
主
文
は
変
わ
ら
な
い
が
、
"
B
伝
"
で
は
夢
告
を
告
げ
ら
れ
た

の
は
覚
厳
律
師
た
だ

一
人
で
あ

っ
た
の
に
、

"
C
伝
"
で
は
惣
じ
て
三
十
余
人
も
告
げ
ら
れ
た
と
あ
り
良
忍
伝
成
長
の
あ
と
を
明
確
に
示

良
忍
と
融
通
念
仏

四
三
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し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
三
種
の
良
忍
伝
は
と
も
に
大
原
の
地
に
隠
遁
生
活
を
送

っ
た
聖
的
上
人
像
を
え
が
き
な
が
ら
、

"
A
伝
"
に
は
法
華
勧
進

僧

の
面
が
強
く
示
さ
れ
、

"
B
伝
"
で
は
叡
山
常
行
堂
の
念
仏
僧
と
し
て
三
昧
行
を
修
し
た

一
面
が
強
調
さ
れ
、

"
C
伝
"
で
は
静
か
に

白
毫
観
を
修
す
る
観
想
念
仏
者
の
風
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。

『
三
外
往
生
記
』

の
良
忍
伝
に
お
い
て
、
初
め
て

「
融
通
念
仏
」
と
い
う
言

葉
が
登
場
し
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
根
本
資
料
に
照
ら
し
て
、
良
忍
自
身

の
言
葉
で
あ
る
と
の
立
証
は
不
可
能

で
あ
る
。

五

結
び

良
忍
の
在
世
当
時
、
叡
山
浄
土
教
の
中
に
お
い
て
、
融
通
念
仏
の
思
想
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
塩
幡
)
し
か
し
、
良
忍
に

融
通
念
仏
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『決
定
往
生
縁
起
』

に
は
十
界
念
仏
と
い
う
こ
れ
も
ま
た
特
異
な
念
仏
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ

の
十
界
念
仏
と
い
う
の
は
、
天
台
の

一
念
三
千
説
に
も
と
つ

い
て
、

一
切
法
は
十
界
で
あ
り
、
こ
の
十
界
は
み
な
仏
身
で
あ
る
か
ら
、
十

界

の
弥
陀
名
号
を
修
し
て
自
他
の
往
生
を
勧
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
十
界
念
仏
は
弥
陀
の
名
号
を
十
た
び
唱
え
る
と
い

っ
た
十
念
で
は
な
く
、
文
字
通
り
の
十
界
の
弥
陀
名
号
を
称
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
十
界
念
仏
は
毎
夜
就
寝
の
と
き
に
臨
終

の
十
念
に
な
ぞ
ら
え
て

一
心
不
乱
に
念
仏
し
て
聖
衆
の
来
迎
を
期
し
、
ま
た
結
縁
の
た
め
に
十
界
念
仏
を
も
う
け

て
勧
進
す
る
よ
う
に
と

述

べ
て
い
る
。
こ
の
十
界
は
十
界
互
具
と
た
が
い
に
十
界
を
具
す
る
の
で
、
そ
の
念
仏
は
百
遍
の
念
仏
と
な
り
、
そ

の
百
界
に
十
如
を
具

す

る
の
で
千
遍
の
念
仏
と
な
り
、
さ
ら
に
三
世
間
を
具
す
る
が
故
に
三
千
遍
の
念
仏
と
な
る
と
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

抑
此
念
佛
數
返
雖
二
十
念
↓
十
念
中
有
二
無
量
無
數
念
佛
幻
十
界
更
互
具
故
成
二
百
返
幻
百
界
各
有
二十
如
↓故
成
二
千
返
幻
五
陰
世
間
。



國
土
世
間
。
衆
生
世
間
。
故
成
二
三
千
返
幻
三
百
世
間
。
各
有
二無
量
數
一故
。
成
二無
數
念
佛
幻
十
念
猶
如
レ成
二
往
生
業
幻
況
無
量
數

(
π
)

念
佛
耶
。

こ
の

『
決
定
往
生
縁
起
』

の
成
立
年
代
は
決
め
手
と
な
る
手
が
か
り
が
今
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
本
書
に
は
口
伝
法

門
的
色
彩
が
全
く
な

　
あ
　

い
堅
実
な
学
風
を
も

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
成
立
を
十

一
世
紀
末
ま
で
溯
ら
せ
て
も
よ
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
十
界
念
仏
は
天
台
の

一
念
三
千
の
思
想
を
根
に
も

っ
た
念
仏
で
あ
り
、
良
忍
の
融
通
念
仏
も

一
即

一
切
の
円
具
を
説
く
天
台
の
念

仏

の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り
、
叡
山
浄
土
教
思
想

の
上
か
ら
は
い
ず
れ
も
特
異
の
念
仏
思
想
で
あ
る
。
こ
の
両
念

仏
が
相
互
問
に
交
渉

が
あ

っ
た
か
と
か
、
影
響
が
あ

っ
た
と
か
い
う
の
で
は
な
い
が
、
叡
山
浄
土
教
の
流
れ
か
ら
ほ
と
ん
ど
同
時
代
に
あ

ら
わ
れ
た
両
念
仏
で

あ

る
と
こ
ろ
に
深
い
関
心
を
引
く
も
の
が
あ
る
。
し
か
も
、

　
お
　

儲
二
十
界
念
佛
殉爲
二結
縁
一勸
進

と
あ
り
、
十
界
念
仏
に
は
勧
進
の
思
想
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
自
と
他
と
の
互
具
融
通
を
説
く
融
通
念
仏
も
同
行
同
志
の
同
胞
関
係
を
大

切

に
す
る
。
勧
進
僧
は
広
く
民
衆
に
結
縁
し
、
か
か
る
結
縁
に
よ

っ
て
広
汎
に
同
行
関
係
を
作
り
だ
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
仏

へ
の
廻
向
、

往
生
極
楽
を
期
す
る
人

々
で
あ
る
。
融
通
念
仏
は
集
団
に
よ
る
称
名
念
仏
と
い
う
形
式
を
と
り
、
そ
の
最
大
の
特
色

は
念
仏
を
通
し
て
、

不
特
定
多
数
の
人

々
が
結
縁
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
融
通
念
仏
は
そ
の
よ
う
な
自
覚
を
う
な
が
す
の
に
最
も
巧
み
な
形
態
で
あ

り
、
当
初
か
ら
そ
の
中
に
念
仏
勧
進
の
運
動
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
十

一
世
紀
末
葉
に

一
Qr5
111千
思
想
に
も
と
つ

く
十
界
念
仏
の
勧
進

示
す
す
め
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
ろ
良
忍
に
融
通
念
仏
の
勧
進
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
良
忍
に
は
法

華
勧
進
の
記
録
は
あ

っ
て
も
念
仏
勧
進
に
関
す
る
直
接
的
な
資
料
を
現
在
の
と
こ
ろ
見
い
だ
せ
な
い
の
で
今
ひ
と
つ
説
得
力
に
欠
け
る
。

ま
た
、
こ
の
融
通
と
い
う
理
念
は
む
し
ろ
数
の
論
理
と
も
大

い
に
関
係
あ
る
も
の
と
言
え
る
。
融
通
念
仏
は
多
数
作
善
功
徳
信
仰
で
あ

良
忍
と
融
通
念
仏

四
五
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る

の
で
数
量
信
仰
と
い
う
面
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
数
量
信
仰
と
は
、
経
典
の
読
誦
、
書
写
ま
た
は
仏
像
仏
塔
の
造
立
そ
の
他
、
仏
名
、

神
呪
の
誦
持
等
の
功
徳
あ
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
た
も
の
を
数
多
く
修
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
現
世
に
お
い
て
諸
種
の
利
益
を
蒙
り
死
後
は

安
楽
な
世
界

に
生
れ
る
こ
と
を
願
う
と
共
に
、
先
亡
の
追
修
に
も
資
せ
ん
と
す
る
信
仰
で
あ
る
。
平
安
中
期
以
降
に
な

っ
て
浄
土
教
の
盛

行

に
と
も
な

っ
て
、
念
仏
の
数
量
信
仰
が
ひ
ろ
く
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
百
万
な
る
数
を
限

っ
て
修
す
る
も
の
が
百
万
遍
念
仏
信
仰

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

『往
生
要
集
』
第
六
別
時
念
仏

第

一
尋
常
別
行
の
と
こ
ろ
に
、

迦
才
浄
土
論
云
。
綽
禪
師
。
檢
二
得
經
文
幻
但
能
念
レ佛
。

一
心
不
γ亂
。
得
二
百
萬
遍
已
去
一者
。
定
二
得
往
生
鱒
又
綽
禪
師
。
依
二
小
阿

(
20

)

彌
陀
経
七
目
念
佛
一。
檢
二得
百
萬
遍
一也
。

と
あ
り
、
我
が
国
に
お
け
る
百
万
遍
念
仏
に
よ
る
往
生
を
示
し
た
最
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
良
忍
も

『後
拾
遺
往
生
伝
』
巻
下
に
よ
る

と

「
念
仏
六
万
遍
」
と
あ
り
多
く
の
念
仏
を
唱
え
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ま

『読
本
朝
往
生
伝
』

『
後
拾
遺
往
生
伝
』

に
よ

っ
て
、
そ
の
当

時

の
浄
土
教

の
特
色
を
さ
ぐ

っ
て
み
る
と
、

『読
本
朝
往
生
伝
』

沙
門
源
信

(
21
)

念
仏
二
十
倶
胝
遍
、
奉
読
二大
乗
経
五
万
五
千
五
百
巻
一

法
華
経
八
千
巻

阿
弥
陀
経

一
万
巻

『
後
拾
遺
往
生
伝
』

堀
河
天
皇
中
宮
侍
女(

η
)

毎
日
念
仏
満
六
万
遍

尼
寂
妙



(
器
)

所
7
唱
弥
陀
仏
号
五
百
卅
万
返

阿
闍
梨
教
真

(
鍛
)

只
以
二念
仏
六
万
遍
一

為
二毎
日
之
勤
一

入
道
忠
犬
丸

(
願
西
比
丘
)

(
25

)

我
年
来
偏
念
仏

以
二小
豆
一為
二遍
数
一

限
以
二
一
千
斛
殉年
序
漸
推
移
。
已
及
二
七
百
斛
一

散
位
源
伝

(
26
)

南
無

一
心
敬
礼
西
方
極
楽
教
主
三
十
六
万
億

一
十

一
万
九
千
五
百
聞
名
阿
弥
陀
仏

尼
妙
蓮

≪
)

年
来
以
二小
豆
一為
二
遍
数
一

唱
二
弥
陀
宝
号
↓
既
満
二十
石
五
斗
一

延
暦
寺
僧
隆
暹

(
28
)

日
別
念
仏
十
三
万
遍

と
あ
り
、
念
仏
信
仰

の
価
値
が
数
量
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
代
、
法
華
信
仰
と
と
も
に
広
く
社
会
の
各
層
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
た
も
の
は
、
密
教
の
神
呪
信
仰
で
あ
り
、
東
台
密
の
盛
行
に
と
も
な

っ
て
神
呪
陀
羅
尼
の
効
験
を
信
じ
る
信
仰
は
上
下
貫
賤

を
問
わ
ず
広
く
流
行
し
た
。
源
信
も

『続
本
朝
往
生
伝
』
の
伝
に
よ
る
と
、

(
29

)

奉
念
大
呪
百
万
遍
。
千
手
呪
七
十
万
遍
。
尊
勝
呪
三
十
万
遍
、
并
阿
弥
陀
不
動
光
明
仏
眼
等
呪
少
々
也
。

と
あ

っ
て
密
教
の
神
呪
に
関
し
て
深

い
数
量
信
仰
を
も

っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

『中
右
記
』
の
長
治
二
年

(
一
一
〇
五
)
三
月

三
十
日
の
条
に
は
、

良
忍
と
融
通
念
仏

囓

'

四
七
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八

今
日
公
家
誦
所
被
始
行
事
等
、

奪
勝
陀
羅
尼
百
萬
遍
、
敦

兼
朝
臣
。

仁
和
寺

五
十
萬
遍
、

斑
憎
略

(
鉤
)

高
野
寺

五
十
萬
遍

と
あ
り
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
仁
和
寺
の
僧
五
十
人
で
尊
勝
陀
羅
尼
を
五
十
万
念
誦
し
、
高
野
寺
の
僧
五
十
人
で
同
じ
く
五
十
万
を
誦
呪

し
、
総
計
百
人
で
百
万
の
陀
羅
尼
念
誦
の
行
を
修
す
る
こ
と
を
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
既
に
長
治
二
年
の
院
政
時
代
に
は
、
多
く

(
訂
)

の
人

々
に
よ

っ
て
、
所
期
の
数
量
を
満
了
し
よ
う
と
す
る
考
え
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
良
忍
の
在
世
当
時
、
数
量
信
仰
者

の
間
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
衆
生

の
行

の
融
通
の
理
念
が
あ

っ
た
こ
と
を
知
り
得
る
。

在
叡
時
代
の
良
忍
が
常
行
堂
に
奉
仕
す
る
念
仏
僧
で
あ

っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違

い
な
い
が
、
こ
の
叡
山
の
常
行
堂

に
つ
い
て
は
、
円
仁

(
七
九

一
～
八
六
四
)
が
唐
か
ら
帰
る
と
早
速
東
塔
の
虚
空
蔵
尾
に
建
て
た
の
が
最
初
で
あ
り
、
円
仁
は
五
台
山
か
ら
伝
え
た
法
照
の
五

会

念
仏
を
門
人
に
教
え
、
常
行
三
昧
の
行
法
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
円
仁

の
寂
後
そ
の
遺
命
に
よ

っ
て
貞
観
七
年

(八
六
五
)
か

ら
相
応
が
不
断
念
仏
を
は
じ
め
、
円
珍
の
時
に
な
る
と
東
塔
の
常
行
堂
は
大
講
堂
の
裏
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
後
に
増
命
は
寛
平
五
年

(八

九

三
)

に
西
塔
に
も
常
行
堂
を
建
て
、
良
源
の
時
代
に
な

っ
て
康
保
四
年

(九
六
七
)
に
は
横
川
に
も
常
行
堂
が
も
う
け
ら
れ
た
。
源
為

憲

の

『
三
宝
絵
詞
』

(
九
八
四
)
に
は
叡
山
の
不
断
念
仏
会
に
つ
い
て
、

念
佛
は
慈
覺
大
師
の
も
ろ
こ
し
よ
り
傳
て
。
貞
觀
七
年
よ
り
始
行

へ
る
な
り
。
四
種
三
昧

の
中
に
は
。
常
行
三
昧
と
な
つ
く
。
仲
秋

の
風
す
玉
し
き
時
中
旬

の
月
明
な
る
ほ
ど
。
十

一
日
の
暁
よ
り
十
七
日
の
夜
に
い
た
る
ま
で
。
不
斷
に
令
行
な
り
。
身
は
常
に
佛
を



(
32
)

廻
る
。
身
の
罪
こ
と
く

く
う
せ
ぬ
ら
む
。

口
に
は
常
に
經
を
唱
ふ
。

口
の
と
が
皆
き
え
ぬ
ら
む
。
心
は
常
に
佛
を
念
ず
。

と
あ
る
。
京
の
町
の
人
々
は
、
そ
の
こ
ろ
叡
山
に
の
ぼ

っ
て
不
断
念
仏
会
に
も
う
で
た
こ
と
が
、

『
栄
華
物
語
』
な
ど
に
い
う

「山
の
念

仏
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
浄
土
教
の
急
激
な
勃
興
に
つ
れ
て
、
京

の
諸
大
寺
に
は
阿
弥
陀
堂
が
造
営
さ
れ
、

「
山
の
念

仏
」
に
な
ら

っ
て
不
断
念
仏
会
が
催
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

『
栄
華
物
語
』
巻
十
六
に
よ
れ
ぽ
、
法
成
寺
西
北
院
供
養
に
さ
い
し
て
、　

お
　

三
日
三
夜
、
不
斷
の
御
念
佛
、
山
の
御
念
佛
の
様
を
う

つ
し
行
は
せ
給
。

と

い
う
行
事
が
あ

っ
た
が
、
さ
ら
に
、

(
討
)

一
番
に
十
五
人
を
ぞ
結
ば
せ
給

へ
る
。

と
あ
り
、
こ
れ
は
時
間
分
け
を
し
、
融
通
の
理
念
に
よ

っ
て
為
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
も
、
そ
の
法
要
を
荘
厳
華
麗
に
す
る
た
め
に
叡
山
の
常
行
堂
に
奉
仕
す
る
天
台
声
明
に
堪
能
な
念
仏
僧
が
招

か
れ
る
こ
と
が
し
ば

し
ぼ
あ

っ
た
。
こ
れ
は

『
中
右
記
』
に
見
ら
れ
る
嘉
承
二
年

く
1
1
O
七
)
十

一
月
十
六
日
の
記
事
で
あ
る
が
、

拂
暁
參
二奪
勝
寺
阿
彌
陀
堂
↓

依
レ
可
レ始
二御
念
佛
一也
、
(中
略
)

從
二去
年
十
二
月
↓

以
二
山
堂
僣
-}-
1
1-G
i

三
ヶ
月
間
、
被
レ

(
35
)

行
二
不
堪
念
佛
一也
、

と
あ
り
、
こ
れ
は
良
忍
三
十
五
歳
の
こ
と
で
あ
る
が
、
山
の
堂
僧
が
招
か
れ
て
不
断
念
仏
が
修
せ
ら
れ
た
さ
ま
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た

保

延
元
年

(
一
=
二
五
)
七
月
十
九
目
の
条
に
は
、

今
日
堀
川
院
御
忌
日
也
、
仍
未
時
許
參
二奪
勝
寺
↓
先
參
二
阿
彌
陀
堂
御
念
佛
↓
從
二此
暁
一口
日
被
ゾ
行
二
不
断
念
佛
↓
山
堂
僭
十
二
人

(
36
)

召
也
、良

忍
と
融
通
念
仏

四
九
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と

あ
り
、

こ
れ
は
良
忍
示
寂
後
三
年
目
の
記
事
で
あ
る
が
、
叡
山
常
行
堂
の
念
仏
僧
で
あ

っ
た
良
忍
も
、
あ
る
い
は
京
都
の
諸
大
寺
の
不

断
念
仏
会
の
式
衆
と
し
て
招
か
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
良
忍
に
融
通
念
仏
の
理
念
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。良

忍
の
研
究
に
お
い
て
、
最
も
資
料
価
値
の
高
い
根
本
資
料
と
し
て
大
原
の
如
来
蔵
に
は
、
良
忍
の
書
写
本
十

二
点
、
手
択
本
三
点
が

現
存
す
る
が
、
そ
の
中
に
融
通
念
仏
の
言
葉
を
見
い
出
せ
な
く
、
資
料
が
あ
ま
り
に
少
な
い
の
で
、
こ
れ
に
よ

っ
て
良
忍
の
浄
土
教
思
想

を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
良
忍
滅
後
十
数
年
経

っ
た
頃
に
書
か
れ
た

『
三
外
往
生
記
』
の
良
忍
伝
に
初
め
て
融
通
念
仏
の
言
葉
が
現
わ

れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
根
本
資
料
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
良
忍
自
身
の
言
葉
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

む
し
ろ
良
忍

の
周
辺
に

こ
の
よ
う
な
思
想
が
胚
胎
し
て
お
り
、
こ
の
夢
告
を
事
実
と
容
認
す
る
念
仏
衆
団
が
彼
の
滅
後
十
数
年
頃
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
注
意

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

叡
山
浄
土
教
の
中
に
は
融
通
念
仏
思
想
が
見
ら
れ
る
。
又
、
こ
の
融
通
と
い
う
理
念
は
、
そ
れ
よ
り
も
数
の
論
理
と
も
大
い
に
関
係
あ

る
も
の
と
言
え
る
。
良
忍
の
在
世
当
時
、
数
量
信
仰
者
の
間
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
衆
生
の
行
の
融
通
の
理
念
が
あ

っ
た
こ
と
を
知
り
得

る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
不
断
念
仏
会
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。
叡
山
常
行
堂
の
念
仏
僧
で
あ

っ
た
良
忍
も
、
京
都

の
諸
大
寺
の
不
断

念
仏
会
の
式
衆
と
し
て
招
か
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
良
忍
に
融
通
念
仏
の
理
念
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

融
通
念
仏
信
仰
の
運
動
の
起
源
は

『
三
外
往
生
記
』
の
書
か
れ
た
鳥
羽
院
政
期
の
久
安
年
間

(
一
一
四
五
～

一
一
五
〇
)
ご
ろ
ま
で
溯

る

こ
と
が
で
き
、
今
日
の
と
こ
ろ
文
献
上
か
ら
明
確
に
こ
れ
を
押
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
良
忍
が
在
世
中
に
融
通
念
仏
を
唱

え

た
に
相
異
な
い
。



註(
1
)

塚
本
善
隆
稿

「
融
通
念
仏
宗
開
創
質
疑
」
(
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』

二
十

一
号
)

(
2
)

小
寺
文
頴
稿

「
良
忍
上
人

作

『
略
布
薩

次
第
』

の
研
究
」

(
融
通
念
仏
宗
教
学
研
究
所
編

『
良
忍
上
人

の
研
究
』
)
、
白
土

わ
か
稿

「
良
忍
上
人

と
曼
殊
院
本

『
出
家
作
法
』

(
同
)

(
3
)

『
後
拾
遺
往
生
伝
』

の
成

立
に

つ
い
て
は
、
井
上
光
貞
稿

「
往
生
伝

・
法
華
験
記
解
説
」
(
『
日
本
思
想
大
系
』
七
、
七

四
四
頁
)
参
照

(
4
)

井
上

光
貞
著

『
日
本
浄
土
教

成
立
史

の
研
究
』

二
〇

六
頁

(
5
)

承
久

二
年

(
=

一
二
〇
)

に
沙
門
慶
政

は

『
後
拾
遺
往
生
伝
』
、

『
三
外
往

生
記
』

の
両
伝

を
写

し
て
い
る
が
、

そ
の
中

に
は
良
忍
伝
が
な

い
か

ら
、
承
久

二
年
以
後

に
加

え
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
と

す
る
説
が
あ

る
。
塚
本
善
隆
茂
前
掲
論
文

(
6
)

仏
教
全
書

一
〇

一

二
七

二

a

(
7
)

『
美

の
修
復
』

一
七

三
頁

(
8
)

同

(
9
)

こ
の
よ
う
な

こ
と

に

つ
い
て
は
、
岩
橋

小
弥
太
稿

「
聖
応

大
師

伝
資
料

の

=

一
に
就

い
て
」

(
『紀

元
二
千

六
百
年
記
念
史
学
論
文
集
』
)

横

田

兼
章
稿

「
大
原
如

来
蔵

に
お
け
る
良
忍
上
人
関
係
資
料
」

(
融
通
念
仏
宗
教
学
研
究
所
編

『良
忍
上
人

の
研
究
』
)

文

化
庁
文

化
財
保
護
部
美

術

工
芸
課

編

『来
迎
院
如
来
蔵
聖
教
文
書
類

目
録
』

な
ど

に
詳

し
い
。

(
10
)

奈
良
国
立
博
物
館
刊

『経

塚
遺

宝
展

銘
文
集
』

三
号

(
11
)

『
日
本
思
想
大
系
』
七

六
九
〇
頁

(
12
)

奈
良
国
立
博
物
館
刊

『
経
塚
遺
宝
展
銘
文
集
』

四
十

五
号

(
13
)

『
日
本
思
相
心大
系
』
七

六
六
四
頁

(
14
)

同

六
七
七
～

六
七

八
頁

(
15
)

同

六
六
〇
頁

(
16
)

佐
藤
哲
英
著

『
叡
山
浄
土
教

の
研
究
』

(
17
)

恵
心
全
集

一

五
八
四
頁

(
18
)

佐
藤
哲
英
著

『
叡
山
浄
土
教

の
研

究
』

二
九

一
頁

良
忍
と
融
通
念
仏

・

五

一



佛
教

大
學

大
學
院
紀
要
通
巻
第

二
十

三
號

五
二

(
19
)

恵
心
全
集

一

五
七
七
頁

(
20
)

同

一
六
五
頁

(
21
)

『
日
本
思
想

大
系
』
七

五
七

三
頁

(
22
)

同

六
四
六
頁

(
%
)

同

六
五
〇
頁

(
24
)

同

六
五
五
頁

(
25
)

同

六
五
九
頁

(
26
)

同

六
六
四
頁

(
27
)

同

六
六
六
頁

(
28
)

同

六
六
八
頁

(
29
)

同

五
七
三
頁

(
30
)

『
史
料
大
成
』

十

一

三
十
二
頁

(
31
)

伊
藤

真
徹
著

『
平
安
浄

土
教
信
仰
史

の
研
究
』

(
32
)

仏
教

全
書
九
〇

二
七
〇

(
33
)

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
七
十
六

五
〇

頁

(
34
)

同

五
十

一
頁

(
35
)

『史
料

大
成
』
十

一

二
九
九
頁

(
36
)

同

十

五

一
五
七
頁


